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【学力向上フロンティアスクール用中間報告書様式 （小学校用）】

都道府県名 鳥 取

Ⅰ 学校の概要（平成１５年４月現在）

学校名 日南町立日野上小学校

学 年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 特殊学級 計 教員数

学級数 １ １ １ １ １ １ ２ ８
１４

児童数 １４ １６ １９ １７ １２ ２１ ２ １０１

Ⅱ 研究の概要
１．研究主題

かかわり合う活動を通して、自己を拓き、豊かに表現できる子
～ひとりひとりのよさを生かす学習活動を核にして～

２．研究内容と方法
( ) 実施学年・教科1

１年～６年、障害児学級 算数科 国語科 総合的な学習の時間
・算数的表現力を育成するための指導法を工夫し、一人一人が自分の考えを発表
し練り合いのできる授業づくりを目指す。

・算数科を核として、基礎・基本の確実な定着を図り、学力の向上を目指す。

( ) 年次ごとの計画2

○テーマ
平 かかわり合う活動を通して、自己を拓き、豊かに表現できる子
成 ～ひとりひとりのよさを生かす学習活動を核にして～

研究組織と内容１５

年 授業研究部
度 ・表現力を育成するための授業づくり（体験的な活動、集合学習、コンピュ

ータの活用）
・算数的表現力の育成（算数的活動の充実他）
・基礎基本の定着（算数科・国語科の学習の充実）
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・評価規準の見直し・指導と評価の一体化
学習集団づくり部
・ 合い」のある学級・学校づくり「
・表現力の育成の場の工夫
・自分らしさの発見

平 ○テーマ
成 かかわり合う活動を通して、自己を拓き、豊かに表現できる子

～ひとりひとりのよさを生かす学習活動を核にして～１６

年 研究組織と内容
度 授業研究部

・基礎基本の定着のための繰り返し指導
・算数的表現力の育成
・思考力、表現力を育成するための指導法の工夫
・算数科における評価規準の見直し・指導と評価の一体化
・個に応じた指導を行うための効果的ＴＴのあり方
・発展的指導のための教材開発
・自力解決、練り上げ場面での適切な支援のあり方
環境研究部
・授業改善に向けた研修の充実
・特別非常勤講師の活用
・地域人材の活用と協力
・教室における学習の足跡を活用できる環境づくり
・算数コーナーの設置
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( ) 研究推進体制3

校内研究の基本構想
学校教育目標

しっかり汗を流し、認め合い、学び合う日野上っ子

めざす子ども像

◇自ら美しい汗を流し、最後までやりぬく子
◇思いやりの心を持ち、互いに支え合う子
◇自分の思いや考えを表現できる子

研究主題

かかわり合う活動を通して、自己を拓き、豊かに表現できる子
～一人一人のよさを生かす学習活動を核にして～

研究推進の重点

◇表現力を育成するための授業づくり
◇一人一人の気持ちや考えを大切にした環境・学習づくり
◇基礎・基本の確実な定着

校内研究体制
授業研究部

校長 教頭 研究推進委員会 全体会

環境研究部
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Ⅲ 平成１５年度の研究の成果及び今後の課題
１．研究の成果

１ 体験的な活動の推進
・集合学習、総合的な学習の時間、理科における校区周辺、日野川にお
ける生き物観察等の活動を通して、資料のまとめ方、発表の仕方等に
工夫・改善の意欲と関心が高まった。

・算数的活動に少しずつ広がりが見られるようになった。
２ 発表の機会と場の設定
・発表集会を新設し、学年ごとに意見発表し、他学年は感想を伝える
ことにより一人一人の表現力が向上しつつある。

・算数科を核として、授業中一人一発言に心がけコミュニケーションの
ある授業が増えつつある。

３ 算数科における授業改善と指導力の向上
・基本的な学習過程の構築と共通理解が図れ、実践化に結びついた。
・学習課題の明確化と工夫をおこない、児童の興味・関心が高まった。
・自力解決から練り合いに向けた授業構成の見通しが持てるようになっ
た。

・自力解決でのつまづき等評価規準に照らし合わせ予想し、支援をあら
かじめ準備することで、的確な評価、支援ができるようになった。

・ＴＴによる個に応じた評価や支援の充実が図れた。

２．今後の課題

１ 体験的な活動の推進
・総合的な「教材環境マップ」の作成および日野川ドリームランドの整
備を行う。

２ 発表の機会と場の設定
・全校朝会、学級での朝の会、終わりの会の充実を図る。

３ 算数科における授業改善と指導力の向上
・算数的な環境づくりの整備を進める。
・算数的な活動をを取り入れ基礎・基本をしっかりおさえるとともに、
学習意欲の向上を図る。

・評価規準をより明確にし、指導の焦点化を図る。
・練り上げ場面でより思考を深めるための発問を工夫する。
・補充的、発展的な算数学習の充実をめざす。
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Ⅳ 学力等把握のための学校としての取組

１ 県国語・算数科診断テスト（意識調査含む）２月上旬
・１学年～６学年
・領域別到達度診断を実施し、個人の到達状況を指導の参考にする。

２ 算数科教研式学力検査（ＣＲＴ）２月上旬
・１学年～６学年
・基礎的・基本的な内容の到達状況の把握をし指導に生かす。

Ⅴ フロンティアスクールとしての研究成果の普及

・町内８小中学校への授業公開（年５回）
・県内新任教員（中学校）への授業公開と研究協議（１５年７月）
・小教研日野郡部会算数授業研究会の研究発表会と兼ね、平成１６年１０
月にフロンティアスクールとしての研究成果を発表し、普及する予定。

◇ 次の項目ごとに、該当する箇所をチェックすること （複数チェック可）。

【新規校・継続校】 １５年度からの新規校 １４年度からの継続校

【学校規模】 ６学級以下 ７～１２学級
１３～１８学級 １９～２４学級
２５学級以上

【指導体制】 少人数指導 Ｔ．Ｔによる指導
一部教科担任制 その他

【研究教科】 国語 社会 算数 理科
生活 音楽 図画工作 家庭
体育 その他

【指導方法の工夫改善に関わる加配の有無 】 有 無
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